
掲載終了

プレキャストL型擁壁

ブロック積み擁壁

補強土壁

軽量盛土

盛土

既設擁壁の補修



製品本体の照査

車両が「ガードレール｣に衝突した時の基礎として｢安全性能｣を確認

特徴(現場打防護柵基礎と比較した場合)

基準改定に対応したプレガードⅡ

プレキャストコンクリート製独立防護柵基礎「プレガード」は、実物による静的載荷試験によって安全性が確認
された製品です。2002年の開発から2021年7月末時点までに1480kmを超える施工実績を積むことができました。
この間、プレガードに設置したガードレール(A種、B種共)に車両が衝突する事故が複数件確認されました。
製品の支柱建込部の周辺には、ひび割れ、剥離などの損傷が生じていましたが、プレガード自体に滑動あるいは
転倒による変位はまったく見られませんでした。
下部にはブロック積擁壁やL型擁壁等が施工されていましたが、変位や破損といった変状は確認されませんでした。
車両衝突時の衝撃力は大きいものの、ガードレールやパイプ、車両の塑性変形性等によって車両の運動エネルギーが
吸収され、基礎に伝達されるエネルギーは小さくなり、水平力も小さくなるためと考えられます。
プレガードは、設置したガードレールに車両が衝突し、コンクリートに亀裂や剥離などの損傷が生じた場合には、
損傷の状態に応じて補修するか製品を取り替えすることにしています。



3.コーナー部となるところは、目地で分離し、一体構造とした安定計算とは見なさないでください。
4.連結延長により製品規格が変わる場合がありますので、現地で施工延長を変更する場合は注意してください。
5.間詰めコンクリートの設計基準強度は24N/m㎡としてください。



製品規格

ガードレール種別

ガードレール種別

B・C種
製品名称
連結個数
連結延長
底版幅

部材厚
リブ長さ
支柱位置
支柱孔径
参考重量
間詰コンクリート
止め型枠

N
ΣL
B (mm)
L2(mm)
t (mm)
Lb (mm)
b (mm)
φ (mm)
(kg)

(m3)/10m
(m2)/10m

BC-800
8個以上
16m以上
800
1,925

BC-900
7個     6個  
14m    12m 
900
1,919

BC-1000
5個
10m
1,000
1,913

BC-1100
4個
8m
1,100
1,906

80
400
155

185 / 165
655 691 729 768

0.08
0.21

0.09
0.22

製品名称
連結個数
連結延長
底版幅

部材厚
リブ長さ
支柱位置
支柱孔径
参考重量
間詰コンクリート
止め型枠

N
ΣL
B (mm)
L2(mm)
t (mm)
Lb (mm)
b (mm)
φ (mm)
(kg)

(m3)/10m
(m2)/10m

A種
A-1000
9個以上
18m以上
1,000
1,923

A-1100
8個 
16m
1,100
1,918

A-1200
7個　6個
14m　12m
1,200
1,914

A-1400
5個
10m
1,400
1,905

120
500
180

210 / 190
994
0.13

1,048 1,102 1,210
0.14 0.15

0.29 0.30
400
b Lb

200

B

t

400

600

t

600

400

400
砂 アスファルト又はモルタル

200

1,900（L1）
2,000（L）

t t

L2
1,950

400
∅

b

B

400



プレガードⅡ　BC種 側溝据付タイプ
・プレガード (側溝据付タイプ)は、
『道路土工－擁壁工指針』・『車両用防護柵標準仕様・同解説』
に準拠しております。
・従来製品より製品高さを大きくしているため
(H=800mm ～ 1,200mm :  5サイズ)、製品背面に
さまざまな側溝を設置できます。
・側溝を設置しなくても、ガードレール基礎付擁壁としても
使用が可能です。

土質条件
土 の 内 部 摩 擦 角
（土のせん断抵抗角） 
背面土の単位体積重量 
基礎地盤との摩擦係数 

:φ=35°
:γ=20kN/m3
:μ=0.6

: P=30kN（B種・C種）衝突荷重 
衝突高さ : Hp=0.6m

設計条件

＊製品底版長（B）は、設計条件、施工延長（製品連結個数）および側溝の大きさによって変わってきますので、お気軽にご相談願います。

H H1 H2 B 連結個数製品重量 連結延長

（mm）（mm）（mm）（mm） （個）（kg） （m）

BC-H800-B1000(L=2m)

BC-H800-B1100(L=2m)

BC-H800-B1200(L=2m)

BC-H800-B1300(L=2m)

BC-H900-B1000(L=2m)

BC-H900-B1100(L=2m)

BC-H900-B1200(L=2m)

BC-H900-B1300(L=2m)

BC-H1000-B1000(L=2m)

BC-H1000-B1100(L=2m)

BC-H1000-B1200(L=2m)

BC-H1000-B1300(L=2m)

BC-H1100-B1000(L=2m)

BC-H1100-B1100(L=2m)

BC-H1100-B1200(L=2m)

BC-H1100-B1300(L=2m)

BC-H1200-B1000(L=2m)

BC-H1200-B1100(L=2m)

BC-H1200-B1200(L=2m)

BC-H1200-B1300(L=2m)

1000 1,147 5個以上 10以上

1100 1,201 4個 8m

1200 1,255 ー ー

1300 1,308 － －

1000 1,250 5個以上 10以上

1100 1,304 4個 8m

1200 1,358 ー ー

1300 1,411 － －

1000 1,353 － －

1100 1,407 5個以上 10以上

1200 1,461 4個 8m

1300 1,514 ー ー

1000 1,456 － －

1100 1,510 － －

1200 1,564 4個以上 8m以上

1300 1,617 ー ー

1000 1,559 － －

1100 1,613 － －

1200 1,667 － －

1300 1,720 4個以上 8m以上

設置可能側溝サイズ

GPU-H250×B250

GPU-H300×B300

GPU-H400×B400

GPU-H500×B500

GPU-H600×B600

680

780

880

780

880

980

1080

580

1100

1200

800

呼び名

680

900

1000

480

＜製品寸法表＞
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設計条件

多彩な施工例

適用条件

既設石積み張出しA種

軽量盛土(EPS)上部

重力式擁壁大型ブロック

補強土壁(テールアルメ) 鋼製スリットウォール

既設ブロック

テラセル上部

転落防止柵仕様

腹付工上部



標準基礎構造

※縦断勾配は12％まで設置可能です。
　(それ以上はお問い合わせください｡)

■　プレキャストL型擁壁
　　天端を外した施工を標準とします。縦断勾配がある場合はL型擁壁の段差に合わせて施工します。
　　L型擁壁縦壁の余分部分はカット、標準品の利用等適宜に行ってください。

●断面図

●標準

※tは20～30mmとする

●特別

■　ブロック積み擁壁

■　補強土壁工法
　　天端を外した施工を標準とします。天端コンクリート上に設置した場合は補強土壁工法設計施工マニュアルに準拠してください。

■　盛土部(ジオテキスタイル工法にも適用)

L型擁壁天端上

●正面図

たて壁の内側に設置する場合は、10mm程度の緩衝材を設置してください。

橋梁改修(張出し) 橋梁改修(張出し)

ガードケーブル ガードケーブル転落防護柵付
ガードレール利用既設雑割石積 ブロック積み

L型水路 水兼道施工




